
　PETボトルリサイクル推進協議会（以下、推進協議会）は、もっとみなさまに
PETボトルについて知っていただきたい、そしてPETボトルのリサイクルをもっと
進めていきたい、という考えのもとに、1993年に設立された任意団体です。推進
協議会は、PETボトルを利用する中身メーカー６団体と、容器および樹脂メー
カーの団体であるPETボトル協議会の計7団体により運営されています。
　この年次報告書は2001年以来、毎年発行しており、3R（リデュース、リユース、
リサイクル）について3R推進自主行動計画にそって業界をあげて真摯に取り組ん
でいる状況や、その成果などをみなさまに知っていただくことを目的としています。
　本報告書は自主行動計画2025（第4次自主行動計画（2021年度～2025年
度））の3年目、2023年度の推進協議会の取り組みを中心に報告いたします。
　自主行動計画2025では、従来の3Rの目標に加え、「水平リサイクルの推進」、
「有効利用率」、「環境配慮設計の充実」などの新たな目標を設定いたしました。
本報告書の中で2023年度の達成状況を公表しています。
　私たちの生活になくてはならない容器として浸透しているPETボトル。その
PETボトルのリサイクルの必要性や循環型社会の大切さ、リサイクルの流れなど
を知っていただくための啓発動画も好評です。Webサイト上より視聴いただけ
ますので、合わせてご活用ください。

総務・企画
委員会 広報委員会 回収・再利用促進

委員会
技術検討
委員会

■設立
　1993年6月22日

■会長
　佐藤 澄人

■主な活動
　3R推進活動
　1. 3R推進自主行動計画の実施とフォローアップ
　2. 使用済みPETボトルのリサイクル推進
　3. PETボトルに係る正しい知識および情報の提供活動
　4. 市町村分別収集への協力

■事業所所在地
　東京都中央区日本橋小伝馬町7-16　ニッケイビル2階
　TEL：03-3662-7591　FAX：03-5623-2885

PETボトルリサイクル推進協議会
会員団体  一般社団法人 全国清涼飲料連合会

 PETボトル協議会
 一般社団法人 日本果汁協会
 日本醤油協会
 酒類PETボトルリサイクル連絡会
 全国みりん風調味料協議会
一般社団法人 日本ミネラルウォーター協会

■
■
■
■
■
■
■

佐藤 澄人 会長

年次報告書2024編集にあたって

PETボトルリサイクル推進協議会について

運営委員会
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軽量化率は28.4%、リサイクル率は85.0%ともに目標達成

P4-5参照 P6-7参照

P12参照

水平リサイクル

P12参照

P13参照

2030年度までに
ボトルtoボトル比率50%を目指す

有効利用

2030年度までに
PETボトルの100%有効利用※を目指す

環境配慮設計

プラ新法に対応、
自主設計ガイドラインのさらなる充実

※有効利用：リサイクルに熱回収を加えたもの

ボトルtoボトルリサイクル

215千トン
（前年度比 27.1％増）

「PETボトルの環境配慮設計指針」を策定

ボトルtoボトル比率※

33.7%
（前年度比 4.8ポイント増）

2023年度

軽量化率

28.4％
（前年度比 0.7ポイント増）

削減効果量

237千トン
（前年度比 12.2％増）

リデュース

2023年度も目標
「指定PETボトル全体で25％以上の
軽量化（2004年度比）」を達成

リサイクル

2023年度も目標
 「リサイクル率85％以上の維持」を達成

2023年度

リサイクル率

85.0％
（前年度比 1.9ポイント減）

リサイクル量

2023年度

PETボトルの有効利用率

98.6％
（前年度比 0.2ポイント減）

2023年度
使用済みPETボトルの水平リサイクル

国内

415千トン
（前年度比0.2％増）

海外

126千トン 
（前年度比37.0％増）

※販売量に対するボトルtoボトルリサイクルされる量の比率

2023年度ハイライト�
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